


































































































これは大きく「興学要旨j と「立教網領j の 2 っ
からなり、東亜同文書院の精神ともいっていい重
要文献です。
感想
私はこの春の授業の学習法を通して、東亜同文
書院について調べていくうちに、最初は愛知大学
自体滑り止めできたので、愛知大学歴史すらしら
なかったけれど、入学式のときのピデオで愛知大
学は昔、東E同文書院という学校であったことを
しって、とても伝統ある学校だと思いましたし、
藤田先生が書いた最初の本を読んだときに、東亜
同文書院の創設者や学生には、そうそうたる人物
たちが名をつられており、また現在の世界史、特
に中国関係の大きな事件は必ずといっていいほど
東亜同文書院の学生たちがかかわっていることを
しって、とてもおどろきでした。
ほかにも一度授業を中断して、束亜同文書院
設立要領の読み下しを聞いた講義でまだ私たちは
記念センターにいってないので実物の東亜同文書
院設立要領を見たわけではないけど、日清戦争ーな
どがあって中国への反発が強いなか、根津ーはこ
こまで中国のことを思っていたことをしって、そ
の時代背景を考えると根津ーに対して反発などが
あったかもしれないのに中国の平和と経済の活性
私が見た東車同支書院
化に取り組んでおり、とてもすばらしいとおもい
ました。
また、「幻の名門校」東亜同文書院の軌跡を見て、
入学式に見たビデオとは違う観点で東亜同文書院
について放映されていて、いままで勉強したこと
もあって、自分なりに東亜同文書院が見えかけて
いたところでこのビデオを見たことで、今までの
自分の考えとは違う、新たな方向からも東亜同文
書院を見ることができて、私自身東亜同文書院を
また別の方向から見られるようになりました。
最後に、この学習で東亜同文書院（愛知大学）
に興味を持つことができました。もし、またこう
いう機会があれば、東亜同文書院について、考え
ていきたいです。
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